
病院における

労務トラブル対策と書式例

当直 0宿直の労働時間性 (医師)

病院における医師の働き方の特殊な点として、当直・宿直・日直 (以下、宿日直 )

があるという点が挙げられます。宿日直は後述するとおり、一定の許可基準を満たし

た場合、断続的労働として労基法の労働時間規制の適用除外 (例えば、法定時間外労

働の割増賃金等の支払いが不要となる)とすることができます。ただし、宿日直といつ

ても、頻繁に対応が求められる場合とほとんど対応が不要な場合など実態はさまざま

であり、「医師の働き方改革に関する検討会 中間的な論点整理」でも基準自体の見直
しや新たな取り扱いの検討に関する意見が挙がっています。
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緊張等の少ない)警備員などがあります。

断続的労働の中でも宿日直については特

別の許可手続きがあり、その中でも医師、

看護師等の宿日直については、通達で別途

許可基準が定められています。

(2)医師、看護師の宿日直の許可基準

医師、看護師の宿日直の許可基準の概要

は別表のとおりであり、一般的許可基準に

加え、業務内容などについて定められてい

ます
2)。

(3)医師の宿日直について

実務上、医師の宿日直において許可基準

をすべて満たすことはそれほど容易ではな

いと考えられます
3)。

「医師の働き方改革に関する検討会 中

■ 断続的労働
(1)断続的労働とは

断続的労働とは、手待時間 (実作業には

従事しておらず、使用者の指示を受けて業

務のために待機している時間)が多く、実

作業が間欠的にしか行われない労働をいい

ます。断続的労働は労働密度が薄く、精神

的・肉体的負担も小さいことから、行政庁

の許可を受けた場合、労働時間規制の適用

が除外されます (ただし、深夜労働につい

ては適用除外にならず、割増賃金の支払い

が必要となる点に注意が必要
1))。

一般的な具体例としては、(手待時間の多

い)寮母、役員専属自動車運転手、(精神的

1)宿直は通常深夜の時間帯に行われるため、宿直手当については、深夜割増賃金を含んだものとして定
めることが通常と考えられます。ただし、定め方については近時の裁判例に鑑み、注意が必要です。

2)「医師の需給に関する検討会 第4回 資料 1」 厚生労働省医政局医事課
http://www.mhlw.gOjp/shingi/2(Ю 5/04/s0425-6ahtml
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【一般的許可基準】

(1)勤務の態様
・常態としてほとんど労働する必要のない勤務
・原則として、通常の労働の経続は許可しない

(2)宿 日直手当
・ 1日 または 1回につき、宿日直勤務を行う者に支払われる賃金の 1日 平均額の 3分の 1以上

(3)宿 日直の回数
・宿直については週 1回、日直については月 1回 を限度
(4)その他
・宿直については、相当の睡眠設備の設置

【医師、看護師等の宿直の許可基準 (一般的基準の取扱い細目)】

(1)通常の勤務時間の拘束から完全に解放された後のものであること。
(2)夜間に従事する業務は、一般の宿直業務以外に、病院の定時巡回、異常事態の報告、少数の要注意

患者の定時検脈、検湿等、特殊の措置を必要としない軽度の、または短時間の業務に限ること。

(応急患者の診療または入院、息者の死亡、出産等があり、昼間と同態様の労働に従事することが常態

であるようなものは許可しない)
(3)夜間に十分睡眠が取り得ること。
(4)許可を得て宿直を行う場合に、(2)の カッコ内のような労働がまれにあっても許可を取り消さないが、
その時間については労働基準法第33条、第36条による時間外労働の手続きを行い、同法第37条の割増

賃金を支払うこと。

別表 医師、看護師の宿日直の許可基準

間的な論点整理」においても、上記許可基

準に照らすと、現在現場で行われている宿

日直のほとんどがこれに該当しない可能性

があるとの指摘もあるところです。

医師の宿日直に関する
ルール (一例 )

本書式 (55ページ)は、医師の宿日直の

取り扱いを明らかにするための周知文の一

例です。宿日直が断続的労働としての許可

を得ていることを前提としています。

まず、宿日直においては、基本的には待

機をすることとなるため、それを明確に記

載しています。

また、本書式は、医師が、宿日直におい

て急患や入院患者急変等への対応、経過確

認等の対応をすることを明記しています。

ただし、宿日直の許可基準を満たすために

は、急患や入院患者急変等への対応の頻度

がまれであって、宿日直中に十分に仮眠時

間を取ることのできるものである必要があ

ります。

運用実態として、急患や入院患者急変等

への対応等が頻繁に生じる場合や、仮眠時

間が十分に取れない場合等には、本書式の

ようなルールを作成したとしても、宿日直

の許可基準を満たさないと考えられます。

その場合には、宿日直を断続的労働として

扱うのではなく、通常の労働時間として扱

う (例えば、日勤と同様の業務をすることを

3)宿 日直が断続的労働に当たらないとされた裁判例として、奈良県 (医師時間外手当)事件 (大阪高判
平成22年 11月 16日 )があります。
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前提に変形労働時間制等を導入し、夜勤シ

フトを組む)べきであると考えられます
4)。

(1)宿 日直における業務の整理

本書式では、医師の宿日直における業務

として、①待機、②宿日直における軽度ま

たは短時間の業務、および③宿日直におけ

る通常業務に分けたうえで、③の宿日直に

おける通常業務については、急患や入院患

者急変等への対応や経過確認等を想定して

います。

賃金との関係では、①の待機および②の

宿日直における軽度または短時間の業務は

宿日直手当を支払うことで足り、時間外割

増賃金等を支払う必要はありませんが、③

の宿日直における通常業務は断続的労働に

該当しない労働であるため、別途時間外割

増賃金等を支払う必要があります。

また、③の宿日直における通常業務につ

いては、宿日直の許可基準を満たすために、

原則として日中に対応可能な業務は除き、

宿日直中の急患や入院患者急変等、対応の

不可欠なものに限定して記載することが考

えられます。

(2)宿 日直の待機時間を利用した業務

実務上、宿日直の待機時間 (特に仮眠を

それほど必要としない日直)を利用して、

日中の診療に関するカルテ整理や書類作成、

学会や勉強会等のための症例報告、論文作

成等の準備をしていることは少なくないと

考えられます。これらの学会等の準備時間

については病院の指示、義務づけ等の有無

によっては労働時間に該当し得ます (詳細

は5月 1日 号参照)。

ただし、これらの時間が労働時間に該当

し、宿日直の許可基準を満たさなくなるリ

スクがあるからといって、宿日直の待機時

間中にこれらの業務を一切禁止することは

実態になじまないと考えられますし、かえっ

て医師の時間外労働を増加させることにも

つながる可能性があります (宿 日直の待機

時間にできなかった作業を別途自宅や所定

労働時間外で行うことになるため)。

難しい問題ではありますが、本書式では、

上記許可基準を満たさなくなる法的リスク

と実務上の運用を考慮して、宿日直の待機

時間を利用した日中の診療に関するカルテ

整理や書類作成、学会や勉強会等の準備に

ついては承認制としています。承認制とす

ることによって、医師の日常の労働時間や

仮眠の必要性等を考慮したうえで、宿日直

中に実作業を行う時間をできる限り短くし

ていくことが考えられます (上記許可基準

との関係では、宿日直中に上記作業を行う

ような状況が皆無またはまれであることが

望ましい)。

4)年俸約1.&Ю万円の医師に対し、約1,]Ю万円の未払賃金の支払いが認められた裁判例として、医療法人
社団恵育会事件 (東京地裁平成29年 6月 30日 )があります。本件は、宿日直が断続的労働としての許
可を得ていた事案ではありませんが、宿日直中の待機時間 (例 :DVDを 鑑賞していた私的時間等)の
労働時間該当性が争点でした (結論として、労働時間性肯定)。

7月 1日号

8月 合併号

9月 1日号

看護師の労働時間性

副業

同一労働同一賃金

次回以降の予定
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宿日直に関するルール (医師)

1 宿日直における業務内容 5)
(1)宿 日直中は、基本的に院内の所定の場所において待機するものとする。
(2)宿 日直における軽度又は短時間の業務は次のものとする6)。

・病院の定時巡回
・検温   ―以下、略―
(3)宿 日直中に、急患、入院息者の急変等が発生した場合には、次の業務 (【宿日直における通常業務1)
を行うものとする。

・急息、入院患者の急変等に対する診療、経過確認、手術等を含む医療業務
。上記診療に関する患者及び家族等に対する説明
。上記診療に関するカルテ、診断書、紹介状等の作成   ―以下、略―
(4)宿 日直 (特に宿直)においては、上記(2)又は(3)以外の時間帯を除き、適宜食事、仮眠等を取る7)な

ど、心身の回復に努める
8)。
なお、支障のない範囲で院内の設備を利用して自主的自己研鑽

9)を
行う

ことを認める。

(5)宿 日直の待機時間中に、上記(2)又は(3)以外の業務 (例 :宿 日直中の診療等以外に関するカルテ整理、
書類作成等、部長の指示に基づく学会準備等。詳細は医師の労働時間に関するルール参照)を行う場
合、事前に部長の承認を得た上で行う。

2 宿日直の勤務回数
宿日直のシフトは、宿直週 1回、日直月 1回を限度とし、次の通りとする。

宿直 :午後●時から午前●時

日直 :午前●時から午後●時

具体的なシフト表については、翌月分を毎月●日までに作成し、通知する。

3 待機場所、仮眠場所について
・原則として、宿日直中の待機場所は●●病棟●室とし、仮眠場所は●●とする。
・宿日直中に、待機場所又は仮眠場所から離れる場合、病院支給のスマートフォン又は携帯電話等を電

源が入っている状態で携帯し、連絡があった場合速やかに対応する。
・宿日直中に、上記 1(2)又は(3)以外の用件で、●分以上待機場所又は仮眠場所から離れる場合、あらか

じめ行き先を●●に記載する。

4 法定時間外割増賃金等の支給対象になる場合
・宿日直のシフト中に、上記 1(2)記載の業務を行った場合、その時間については、宿日直手当によって

賃金を支払い、法定時間外割増賃金の支給対象とはしない。
・宿日直のシフト中に、上記 1(3)記載の 【宿日直における通常業務】又は上記 1(5)の部長の承認を得た

業務を行った場合、その時間については、所定の様式に従って報告する。その時間については、宿日

直手当とは別途、法定時間外割増賃金等の支給対象とする (詳細は、医師の労働時間に関するルール

等参照)。

5 ……以下、略

5)実態に合わせて業務内容を記載することが考えられます。例えば、上記 1(2)記載の業務を、医師では

なく看護師が行うこととしている場合には、本書式には記載しないことが考えられます。

6)宿 日直を行う医師が、実際にどのような業務を行う必要があるかを明確にするために、実態に応じて
具体的に記載することが考えられます。

7)本書式では、宿日直中の食事や仮眠等の時間につき、休憩時間としては考えない処理をしています。
8)特に宿直の場合、翌日も通常勤務が予定されていることも少なくないため、本書式では勤務に支障が
出ないよう、仮眠を取るなど心身の回復に努めるべきことを明示しています。

9)自主的自己研錯については、労働時間に該当しないと整理しています (5月 1日 号参照)。
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